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臨書車道量（そぞう｝によるそニ旦メント原型制作

人代白百合学園高等学校 100周年記食事業として、多くの卒業生たちの思い出を形に残

したいとの意向を受け、重量殺でそエュメント原裂を制作した。

依頼者の学生服姿をモチーフにして欲しいとの要望から、作品 1（図 1・1、1・2）制服姿の人

物像制作品 2（関 2・1，盟国2）タプリエ｛生徒の学内着）姿の人物像の 2点、を制作し、依頼

者との協議を緩て、作品1「祈り IJをそニニヱメントとして採用する毒事が決定した。

作品1 「祈り I J ｛図 1・1・1・2) ｛採用作品l

彫刻が設置される学校はカトロック系で、毎日繰り返される析習の時間は卒業しても記

憶に残る。祈型の姿l立、国や人種、宗教を越えた普遍性を持ち、像を自にした時、どの時

代の卒業生も、自分の学生音寺代を怠い起こすきっかけとなり、それぞれの思いが広がる作

品となるよう制作した。

作品2 『折哲E 』 （図1合・ 1・4)

作者は当校の卒業生であり、在学rjr生徒遼は冬場、修道女の作業着と同じ3'プリエを学

内でほぼ£員中着用していた。その為、学校生活を思い浮かべると、タブヲこに姿が印象に

残る。

実際の3'ブリエは制限のスカート丈ほI:'までであるが、本作は足苅まで伸ばし、像の体

積を増やす事で小さい作品ながら、塊としての強さと大きさを感じさせる効果を表現した。

置塑造原書製｛石膏）からの議室｛プ口ン苅加工

塑造作品は粘土の状態では重量があり、乾燥して割れが生じるなど保存や移動が困難な

為、粘土から型を取り、他の素材に置き換える事が多い。

塑造から他の素材への援き換える場合、代表的な素材・方法として、鋳造（ブロンメ7、テ

ラコッタ｛素焼き）、石膏、 FRP樹脂、乾漆などがある。

鋳造｛ブロンズ加工）とは

鋳迭とi土、粘土で作った作品の原型から裂を取り、金属を持軍かして液状にし、鋳型に流

し込み、凝関させて形作る。金属が液状になっているので、複雑で精巧な物の形作ちも出

来る手法である。

鋳造の歴史

鋳造の歴史はすく、紀元前4,000年頃、メソポタミアで始まったといわれている。額を

溶かして型に流し込み、器物を作ったのが始ま事とされ、金属加工法として最も古い技法

といえる。

日本に鋳造の技が伝わったのは、弥生時代中期の紀元前100年～紀元 100年頃とされ、

銅鐸、剣鏡、刀剣などが作られるようになり、奈良時代になると仏像や賛鐙などが盛んに

作られた。各地に鋳造法が広がったのは、平安f時代半ば以降といわれる。
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・塑造によるモニュメント原型完成

図1・1 作品1 『祈り I 」 図1・3 作品2 『祈りE J 

図1・4

材質：石膏サイズ：高53×幅12.5×奥10.5cm 材質：：石膏サイズ：高53×幅12.5×奥10.5cm 
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蝋型鋳造（ろうがたちゅうぞう）

八代白百合学園モニュメント彫刻作品の蝋型鋳造方法は、ルネッサンス期、イタリアを

中心に行われ、完成された鋳造法である。

塑造から鋳造加工する際、彫刻家自身がその工程まで行う場合もあるが、特殊で専門的

な技術と設備が必要なため、鋳造家に依頼し鋳造加工される事が多い。

この鋳造法の利点として、雌型から蝋原型を起こした後、彫刻家自身が蝋原型に手を加

える事が出来る点が挙げられる。

ブロンズに置き換えられる直前まで作家自身が作品の造形を追求出来るのは、蝋型鋳造の

魅力である。

・蝋型鋳造工程 図2・1 蝋型用シリコン割型取り 鋳造加工：ブロンズ工房大野

①原型作品を半々に見切り粘土｜②左：シリコン雌型中型

で水平に 3cm幅で、平らにする ｜ 右2つ：石膏雌型外型
③シリコン型の完成

図2・2 蝋型制作

①シリコン型に溶かした蝋を 2

～3回塗り込む

②型を接合して更に蝋を流し込 1

｜③湯道（溶解ブ、ロンズが流れる
んで厚みを付け、型から外し、 ｜ 

｜道）を取り付け、最後にブロンズ
蝋原型の修正を行う ｜ 

｜を流し込む湯口を取り付ける
蝋原型（左）と石膏原型（右） ' 
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図2-3 鋳型作成

1②鋳型の湯口を底にして中心に l

①湯道を付けた蝋原型に焼成石｜ ｜＠鋳型を焼成し、蝋を溶かし、
｜置き、煉瓦で囲み、積み上げる｜

膏をかけ、厚みを付ける ｜ ｜石膏の水分除去、 24時間焼成
' （鋳型焼成の窯作り） ' 

図2・4 ブロンズの流し込み

1②流し込んだ銅が完全に冷めた｜③取り出したブロンズから、湯
①完成した鋳型に、溶解プロン｜ ｜ 

｜ら、鋳型石膏をハンマ一等で叩｜道を切断、口蓋棒を抜き取る
ズを流し込む ’ ' 

いて割る この後、ブロンズの洗浄を行う

図2・5 ブロンズ作品着彩 「鉄襲（おはぐろ）仕上げ」

①ブロンズ作品を酸洗いし、酸｜②黒っぽい仕上げにする為、鉄｜＠着色の仕上げに、変色防止と

化膜を取り除いた後、鉄媛液を｜衆液を繰り返し掃き、ブロンズ｜保護、艶出しのコーティングを

掃く ｜に焼き付け、色を定着させる ｜行い、着彩完了
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・台座基礎と彫刻設置まで

図3・1 彫刻l設置台座石 施工：（有）熊本エコサービス

サイズ 18×18×高 10cm

①作品台座石：インド産御影石｜②台座隼石正面：周南産白御影石
③台座竿石背面

サイズ 30×30×高 120cm

図3・2 彫刻設置基礎工事

①水糸を張り、設置場所計測
②台座設置基礎：コンクリート流｜③コンクリート硬化後、型枠を外

して基礎部の完成し込みと鉄筋入れ

図3・3 台座・彫刻設置

①作品台座に設置の為、ボルト｜②マスキングして接着剤の充填

が付けられた作品と台座石 ｜ をして台座に取り付け

金革命iえ枚
徳勉噸会！

③ブロンズ像完了（図4も）

口
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・環境デザインとしての作品「祈り IJブロンズ像

野外にモニュメント彫刻を設置する場合、設置目的に合った空間作りが重要になる。

年月を経ても尚、作品と空間のイメージを保ち続けるためには、設置完成からそれ以後の

作品のありょうを想定し、維持管理面の配慮も必要である。

作品設置にあたり、依頼者（八代白百合学園）の作品意匠の要望と、設置場所として次の点

が挙げられた。

1.作品は学校に登校した生徒や訪問者が必ず目にする正門から校舎までの途中にある、煉

瓦で作られた円形の花壇（直径312×高さ 47.5cm)の中に設置したい。（図4・3)

2.作品は、卒業生や在学中の生徒たちにとって身近で親しみを感じる存在にしたいので、

生徒の回線の高さくらい（台座竿石の高さ 140cm)で設置してほしい。

3. 作品が設置される台座隼石には校訓と制作者名を表記する。（図3・1)

環境デザインの提案

ブロンズ像設置事業は、卒業生の要望と協力を受け、実現した事業である事を踏まえ、

2009年に新しい土地へ学校移転後、新校舎に設置するこの作品を見た時、旧校舎で過ごし

た卒業生も学生時代を思い起し、新しい学校に愛着を持てる存在になる様、旧校舎にあっ

た円形煉瓦造りの植え込みの中に、マリア像と樹木が設置された空間（図4-1）のイメージ

を生かしたデザインを行った。

図4・1

旧校舎にあったマリア像の立つ植え込み

（写真右側）

野外彫刻作品と植物

野外彫刻を設置する場合、植物との組み合わせによる設置や、彫刻作品そのものが植

物と一体になって制作される事がある。

自然と融合させる事で街や日常生活の中に溶け込み、植物の存在がその空間に癒しの効果

をもたらすと考えられる。

今回設置場所に植物が少なく、タイノレに覆われた無機質な空間であった為、有機的な形

状の人物彫刻と植物の構成により、広い空間の中で小さい作品に存在感を与えたいと考え

た。作品は、毎日学生たちが自にする場所に設置されるロ時間の経過と共に成長する植物

の姿に生徒たちの成長を重ね、学校生活の記憶を呼び起こすシンボルとなる彫刻作品の横

に、一本の樹木を配置した。
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これまで作品周辺の環境に植林された植物が、気候、土壊に適応出来ず、枯れる事があ

った為、比較的成長が早くて病虫害が少なく、強健で育てやすい花木とされる「ミモザ」

が植林された。（図4園。

八代白百合学園校内 ブロンズ像設置場所

図4-2 設置予定の花壇整備前

園4・4 ブロンズ像設置のデザイン画
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8) 

図4・3 整備後 （木を移動）

木が京＂ ιt－：.イメージ・
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野外彫刻完成と今後について

塑造による原型制作、ブロンズへの鋳造、彫刻設置のための環境デザイン、設置までの

工程を終え、 2014年 12月17日建立記念式典が開催された。 （完成作品 図4・6)

鋳造作品においては、経年と気候等による腐食や変色が生じると考えられ、作品保護の

観点、からもメンテナンスが必要となる。末永くこの地にモニユメントとして存在し続ける

ために、今後はブロンズ作品のメンテナンスにも関わっていきたい。
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図4-5 プロンズ像の設置完了

設置、土の整備終了、ブロンズ像周辺の植林前

図4・6 完成作品

植林後
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